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9う転 移 性 脳 腫 覇 の治療

--I--治療 成 績 に お よはす講因 子 の 検 .廿･･-･････.
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位立札 L::3〕病埋組織別 (肺癌),(弟 単発あるいは多党転

移≒粧 し釘 年齢b'rj.⑥ 治療法別などについて脳転移症状

出現かiゝ)の各 L々IT)-平均生存期間を中心に検討した.

＼対象＼男性45例･女-性3碑JJ)75例で手術施行群52例･

非手術群23例を対象とした.

く結果､＼､① 原発巣症状出現かt--)脳転移までの期間別の

平均生存期間では,脳転移症状先行群 ･原発巣症状出現

かLl,脳転移までの期間が半年 ･1年 ･2年 ･3年1二人下･

3年より長助辞に分け検討 したが明tT'かな相関関係は認

めLT'fl,左か-I--た.② 脳転移部位をテント上U)LLFAに転移

巣を有する群 ･:7-1ンノト1･_f ･テント下のjl〔･T)3群に分け,

平均生存脚;1t=1-Jをふると.各々7,2ケ月,5.Olr札 3.5

Jrj~トとあ-､た.(:_31病埋組織別 (肺癌)の平均生存斯F7盲】

は,Adenocartinoma(5.5ケ月)･Squi･:1mOuSCell(7.2

JTJ-】)･し7lldifferentiated(6.2ケ月)で明l二)かな差を認

め在か一二,た.頑 単発性と多発性転移別では,手術群で

は両話瑚7F=.t]i,こ差を認めなか1た.しか 年齢群別では.各

年fti群で手術群くrよj卜手術群に比べ良好であ一一)た. しかし

60才代までの群と70才以上tJ)高齢 者群と(I)間には明l､-か

な差を認めなか-)た.⑥ 手術施行群における術後補助

墳法則C')術後平均生存柑j間では,Adriamycitl膝鳴床内

局所注入療法 (局注墳法)を28例に施行したが.腫磁摘

と1･∴',のみ (1.8LT月1･化学墳法LT)も (4.5ケ月)･化学墳

法+放射線療法 (6.1ケ月)･局注療法一十化学療法 (5.9

た.また局注非施行許 し4.3ケ月)･施行群 (10.OJT-月)

と局注療法群で有意な治療効果を認めた.

く結論)転移部位がテンざ卜上のみに限局している群 ･

手術施行群･局注療法施行群で平均生存期間の優位性が

示唆された.

10)当科における転移性脳腫癌の治療
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CT 導入以後の 1976年9月かiT-'1987年9月までに入

院治療 した脳内転移例は 136例で,原発巣別内訳では肺

癌83例 (61.0%).消化器癌17例 (12.5%),泌尿生殖

年令別l鮎沢では3(卜49才27倒 し19.99･.),50代45例 (3ニi..I

.90).60代42倒 し3O.9961,7O才1､｣､上22例 (16.2%)て

9.). 筆′発58例 日2,60./)で,治療別内訳は照射単独H7

例 (GJLOPo),摘出+照射3.潤)(25.OOo).摘出6倒 しL4./1

.9･O-).そLpT)他 9例である.1989年 2nまで(T)追跡調在で

は,全 136例の5O9t膏~ミ有二61rJ],2500生存ト1+Flで.原

発巣別の500･｡生存は肺癌6LrJl.消化器癌 1̀I,一札 乳癌

13),一札 年令別の5OP｡壁:.拝は30-49才12十乱 50代7ナ

札 60代6Lrjj.7O才以上4I,一札 初回治療別の500･拍二

存は照射単独6JT,fL 摘出+照射12ケ月でか 一二､た.経過

を十分追跡 しえた症例のT刑月を分析すると.脳転移で死

亡 した(I)は全体し')26.10..全身転移左LL:脳転移以外に

よるもL')が61.3%,脳転移および全身転移LT)両方が関

与したのC･よ12.60-0である.

えたのは 106 121(87.60ti~)で,不完全照射に終--､た

原因は.神経学的所見(-I)悪化こう例.全身状態しγ酎 ヒ12例

である.放射線治境の効果を eノ1'て評価する上 評価

叶能例 †･照射終 [後 1日 ~汗t卜C1'て追跡できた症例

の etく十l)lくは /15､(ì-1(7().30/O/)であー言二.照射Fiも独

群Lr)治療前後レr)l'pl-for111ilnCeStこItt..lSを:1人る上 7(汁

未満では満足すべき改善率眉 !巨､Jリ二が,70.Ill.､1E･_i-I)也

善率は欝しく不良であー)た. またGI.,-1圧1_l二生存 した症

例州誹軒再発は摘州 しこ')iH.照射単独 し21'･.Ill,摘出+

照射 し521)しり順て､再発 した症例ハ半数1､.L上M ff痛;糠

を賛した.

我利ま,数ヶ月以上生存する見込みがあり現在の苦痛

が脳転移による神経症状てある患 勘こ対 しては.積極的

に治療する方針で臨んでいる.新 しい治療法J)工夫など.

今後さ1､)に検討したいと考えている.
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SyringomyelicCordSyndrome
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t 同 神経内科)

SyringomyelicCordSyndromeを星 した3例で空

洞 クモ険下 シャン ト (S-SShunt)を経験 したので.

術中 Vl､R を提示する.し症例〕 1例日は47才の女性.

33才で右手脱力と温度覚障害で発症 し,14年後両上肢


